
平成２８年５月 ２日朝礼 

施設長 桑原英眞  

「在宅強化型老健」について 

 

 一羊館は今、在宅強化型老健を目指しています。 

その条件はいくつかありますが一羊館にとっては居宅復帰率５０％のみが大きな壁にな

っています。1年前からこれを目指していますがクリアするのは結構厳しいと言うことが

判ってきました。当館は退所が多目で月 20人を超えることもあります。計算式から退所者

が多くなればなるほどクリアはより厳しくなります。 

 

しかしこれを私達は乗り越えなければなりません。 

そのためには、職員全員が同じ認識で同じ方向を向かなければ達成できないことが判り

ました。それは利用者さんへの一方的なお世話の提供では無く、自立マインドへの手助け

を提供するという方向です。これは私達老健の理念でもある「自立支援」ということであ

り、生活リハビリの提供と言うことでもあります。全員が老健の原点に返る必要がありま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上図のように老健には、様々なステージの利用者さんがいますが、どのステージにあって

も自立支援マインドは尊厳・安心・満足にとって必要不可欠です。 

 

 この難題を乗り越えるために、一羊館の全能力を結集するためのプロジェクトチームを

結成する予定ですので宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

老人保健施設一羊館の理念 

利用者の方々すべてに尊厳・安心・満足を！ 

 

一羊館の行動指針 

私たちは、保健・医療・福祉の架け橋のプロに徹します。 

私たちは、利用者の QOL・職員の QOL・健全経営の３立を目指します。 

私たちは、質向上のために日々の小さな工夫を忘れません。 


